
分譲マンション実態調査報告書 

1. 調査の目的 

分譲マンションは、都市居住の主要な形態として広く普及していますが、建築年数

の経過に伴う住環境の変化をはじめとして、建物 ・設備の技術的問題、管理組合

の活動状況等にかかわる様々な問題が伝えられており、適切な維持・管理につい

ての支援が求められています。    

しかし、これまで分譲マンションの実態については、住宅 ・土地統計調査（総務省）

のデータなど概括的にしか把握できていませんでした。 

そこで、本調査により、北区における分譲マンションのハード面を中心に現況を把

握し、その全体像と特性を分析・整理して、今後区としての支援策を検討するため

の基礎資料とすることを目的とします。 

2. 調査期間 

平成 13 年１月～平成 13 年 10 月 

3. 調査の結果（概要） 

●分譲マンションの立地   
■地区別マンション件数、戸数 

北区の分譲マンションは 446

件､465 棟、18,186 戸､１件あた

りの平均は 40.8 戸でした。 

 件数では 1 番多いのは、滝

野川西地区の 105 件、戸数で

は王子東地区の 4,320 戸でし

た。  

※複数棟団地は１件で計算。 

● 建築年（竣工年次）   
■竣工年次別マンション件数 

 昭和 45 年以前建築で築約

30 年以上経過したマンション

は８件で、全件数の 1.8％を占

めています。 

 また、新耐震基準が適用さ

れるようになった昭和 56 年よ

り古いマンションが全体の約２

割あります。 
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● 構造・階数 
■階数別マンション件数 

 

構造は鉄筋コンクリート造が

半数近くを占め、階数は５～７

階が中心で平均は 7.96 階で

す｡ 

 

 

 

● 敷地 
■敷地面積別マンション件数 

 

平均敷地面積は 1,015.3 ㎡､土

地の権利形態は｢所有権の共

有｣が８割近くを占めています。 

 

 

 

 

 

● 建ぺい率 
■建ぺい率別マンション件数 

 

建ぺい率の平均値は 58.8％､

70％以上の高密度のところは

約２割ほど存在します。 

 

 

 

 

 

● 用途地域 
■用途地域別マンション件数 

 

商業系の用途地域に立地す

るマンションが全体の半数を

超えます。 
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● 容積率 
■容積率別マンション件数 

 

容積率の平均値は 350.1％で､

なかには、容積率を限度まで

利用しているマンション､超え

ている可能性のあるマンション

がみられます。 

 

 

 

■戸数規模別マンション件数 ● 戸数規模 

 

｢20～29 戸｣規模のマンション

が１番多く､全体の 1/4 を占め

ています。 

 

 

 

 

 

● 住戸規模 
■住戸専有面積別マンション戸数 

 

住戸専有面積別では、供給の

中心は 50～70 ㎡未満の規模

に比較的多く集中しています。 

 

 

 

 

 

● 間取りタイプ 
■間取りタイプ別マンション戸数 

 

供給の中心は３ＬＤＫで、次い

で３ＤＫ、２ＤＫと続いていま

す。 
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● 管理組合の有無 
■戸数規模別管理組合有無別マンション件数 

 

管理組合はほとんどのマンシ

ョンで設立されていますが、小

規模なマンションで未結成のと

ころがみられます。 

 

 

 

 

 

● 居住者の状況 

 
■分譲マンション年齢別居住者数 

マンション居住者の年齢構成

をみると、30 歳代が１番多く､

次いで 40 歳代､50 歳代と続い

ています。   

 中堅の年齢層の割合が高く、

60 歳代以上の割合が低いの

が特徴です。 

 

 

 

● 市場動向（販売物件の動向） 

■分譲マンションの平均専有面積及び平米単価  

全国マンション市場動向（不動

産経済研究所）によると、平成

12 年の北区の分譲マンション

の平均専有面積は 66.28 ㎡、１

㎡あたりの平均分譲単価は

57.0 万円となっています。 
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